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１１月２３日には、多くの保護者や地域の皆

様にご参会いただき、学芸会が行われました。

各学年ともに発達段階にふさわしい演目で、元

気いっぱいに演じる様子が素晴らしかったと思

います。５・６年生は、小学校生活最後の学芸

会ということで、練習段階から大変気合が入っ

ており、当日は最高の演技をお見せすることが

できました。普段あまり大きな声を出さない児

童が思いっきり声を張り上げて、セリフを言っ

ている姿に感動いたしました。観客の皆さんの

応援、誠にありがとうございました。

さて、「菊根分け、あとは自分の土で咲

け」 この言葉は、「宮本武蔵」や「新平家物

語」「三国志」などを書かれた小説家の吉川英

治さんが、知り合いの方のお嬢さんの結婚式の

際のはなむけに贈った言葉だそうです。

菊を育てたことがある方はご存じだと思いま

すが、菊は育てるのに大変手間がかかります。

私も、児童が一鉢ずつ菊を育てていた学校に勤

務したことがあり、大変苦労しました。毎日多

くの手間をかけていくことで大輪の花を咲かす

ことができますが、世話を忘れてしまうとすぐ

に病気になったり、花が小さくなったりしたこ

とを思い出します。苗を植え、肥料や水を施し、

日当りを考えるなど、絶えず気を配って育てま

す。葉が茂り、茎が太くなり早く花が咲いてほ

しいな・・・と思っていると台風などで強風や

豪雨が襲い、茎に支柱を添えたり覆いをかぶせ

たりとさらに手間がかかります。

しかし、手間をかけた分、きれいに咲いた時

のみごとさや嬉しさは菊を育てた人ならではの

味わいがあると思います。花の盛りがすぎると

次の年のために手入れをします。菊の株が大き

く育ち葉も茂っていますから、「根分け」とい

って、小さなまとまりごとに分けて、次の年の

花を咲かせることができるように鉢を替えたり

肥料を施したりして手入れをします。せっかく

きれいに咲いた鉢を小さく分けてしまうなんて

もったいないと思うかもしれませんが、株を分

け、根元の風通しをよくしたり、肥料を施した

りすることで、次の世代の花を咲かせることが

できるのです。菊に限らず植物は、小分けされ

た鉢が大きく茂り、花を咲かせた後に、「根分

け」をして増えていきます。

人間は生まれてきた時は何もできません。食事

も排泄も入浴も着替えも生きることすべてにつな

がる行為を母親や家族に頼り、何事も周りの人に

手伝ってもらって生活をしています。だからとい

って、いつまでも人頼みでは人の独り立ちはあり

ません。小学校の６年間は、義務教育の前半とい

う枠組みの中で決められた路線に守られて歩いて

います。しかし、小学校も４年生以降になると自

分の力で前に進むようになりますし、自分の考え

がしっかりしてきます。それまでは、親や学校の

先生方に守られていて、自分の意志で動くいうこ

とが少なかったかし知れませんが、高学年になる

と、自分はどのように生きていったらよいかとい

うことも考え始める時期にさしかかります。実際

に自分の力だけで進んでいくのは、中学校卒業後

になるとは思いますが、それに向けて独り立ちで

きる精神力と多少の無理にも負けない体力と人と

して深まりを生む豊かな心を育てていかなければ

なりません。まさしく、「菊根分け」です。

「あとは自分の土で咲け」となるのですが、自

分の力を信じることができる子に育てていく、し

っかりした学力と体力、気力を付けていくという

重要な役割を、学校と家庭が担っていかなければ

なりません。本校の児童は、自己肯定感は高いと

いうことが意識調査の結果から出ています。さま

ざまなことに興味・関心が高く、意欲的に取り組

もうという児童が多くなっています。従って、自

分の力を磨いていくことが、さらなる自信につな

がっていくことになります。これからも、家庭と

学校が協力して、学力・体力、気力を高める努力

を続けていきましょう。


